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１．まえがき 

 中山間地域が国土面積の約 7 割以上を占める我が国の山間 ，山麓地帯の渓流は，河川
勾配が急である，河状係数が大きい，多量の土砂や石礫が流下するといった特徴がある。

このような渓流でも安定した計画取水が可能な取水工のひとつとしてバースクリーン複合

型渓流取水工がある(Fig.1)。一般に計画取水量算定式中の流入係数μには，0.5〜0.551）が

用いられている。一方，従来の外径φ

=100mm 程度の鋼管の代わりに，流況によ

っては，外径φ=50mm以下のものが用いら
れるようになってきた。既往の研究 2）では

バースクリーン型渓流取水工における流入

係数はφ/𝑎𝑎（φ：バーの外径，𝑎𝑎：バーの隙
間幅）の関数で表現できること，流入係数は

バーの有効長によっても変化し，流入係数

μが 0.5〜0.55 よりも小さくなることが明
らかにされた。本研究では流入係数算定式

を一般化することを目的として水理模型実

験を行った。 
２．実験装置・方法 
 実験装置は Fig.2に示すように水
路幅 500mm，上流側水路 5m，下流
側水路 5mのアクリル製で，上流側
水路末端に下流側法面傾斜角 50°
のバー取付け固定堰を設置した。バ

ースクリーン部は，バー有効長

𝐿𝐿0=500，600，700mm とし，バー

外径φ=30，40，50mmのアクリル
製パイプを隙間幅𝑎𝑎 =5～25mm の

間でそれぞれ 5mm ごとに変化させ
たものを製作した。 
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Fig.1 Bar Screen Compound Type 
Torrent Intake1) 

Fig.2 Test Apparatus 
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取り付け角度はθ=50°で一定とし，バーと側壁との間の隙間が均等となるようにバースク
リーンを設置した。 
実験は，上流の四角堰付量水槽より基幹水路流量𝑄𝑄を 5 l/s～80 l/sの間で 5 l/sずつ増加

させながら流下させた。流況により最大 110 l/sまで流下させた。バースクリーンで取水され

ずに下流側水路を流下した流量𝑄𝑄1を三角堰付量水槽で計量し，基幹水路流量との差によって取
水量𝑄𝑄𝑖𝑖を求めた。 
 流入係数μは (1)式によって算出した。流入係数μは取水量ごとに変化するので，最大値を
採用して各実験条件に対する流入係数μの値とした。   

μ = 𝑄𝑄𝑖𝑖
𝜑𝜑𝜑𝜑𝐿𝐿0√2𝑔𝑔𝐸𝐸0

                  (1) 

 ここで，𝜑𝜑：開度(= ∑𝑎𝑎 𝜑𝜑⁄ )，𝜑𝜑：通水幅，𝐸𝐸0：上流側水路底における比エネルギー， 
𝑔𝑔：重力加速度である。 
３．実験結果・考察 
 Fig.3 に流入係数μとφ/  𝑎𝑎との
関係を示す。図よりμは有効長𝐿𝐿0
が大きくなるほど小さくなるこ

と，600mmと 700mmではほとん
ど変わらないことがわかる。この

ことは斜面を流下するにつれて流

速が大きくなり，バー上のナップ

が落下方向からバーに沿った方向

に変化するためであると考えられ

る。この方向ベクトルが変化する

点は有効長 500〜600mmの間にあると推測された。 
また，バーの有効長に関わらず，φ/ 𝑎𝑎が大きいほどμが大き

くなることから，隙間幅𝑎𝑎が同じならば外径φの大きい方が水
が入りやすいといえる。外径φが大きくなると，バー表面側の

容積が大きくなるため，重力によりバーの直上を流れる水の流

下方向が鉛直下向きに向きやすくなったためと考えた(Fig.4)。 
さらに，設計基準に示されたμ＝0.5～0.55を採用すると取水

量が不足する可能性が示された。とくに，設置事例の多いφ/ 𝑎𝑎 ≤
5の範囲で 0.5を下回る点に注意が必要であると考える。 
４．結論 
 バースクリーン型渓流取水工における流入係数算定式は有効長 600mm〜700mm で極

めて近い値をとることから，バースクリーン型渓流取水工を設計する際，有効長 700mm
での流入係数算定式μ=0.0303（φ/ 𝑎𝑎）+0.2751を適用すればよいといえる。 
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Fig.3 Relation between μ and φ/ 𝒂𝒂 

Fig.4 Image of water 
on bar screen 
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